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1．はじめに

認定こども園がスタートして2年半後の平成20年3月に、幼保連挑推進室が実施した「認定

こども園に係るアンケート調査」結果によれば、保護者の8割・施設の9割が認定こどもl刺を評

価している。評価している点は、「保育時間が柔軟に選べること」や「就労の有無にかかわらな

い施設利用」などで利用する親の立場からの評価である。

では、既存の乳幼児向け施設「公私幼稚園」「公私認可保育所」「認証保育閲」「認可外保育所」

に、新たに加わった4類型を持つ施設「認定こども剛」は、乳幼児が集団で過ごす場所としては、

どのような役割を果たし、どのように評価できるのであろうか。

この度、筆者が所属する名古屋経営短期大学子ども学科子育て環境支援研究センター研究グルー

プは、文部科学省の「平成20年度幼児教肯の改善・充実調査研究'牌業」の委託を受け、「認定こ

ども園の活用促進のあり方」について調査研究を行った。研究方法は、研究メンバーによる実態

調査中心で、A県で2頚型3剛、B県で2顛咽2園を訪問し、実地調査と聞き取り調査を実施

し、資料の収集を行った。研究成果は、調査内容に現IIf点での考察を加え、報告群としてまとめ

た。

本稿は、その報告課の中の「認定こども園の教育及び保育の陛な内容」の項目の中で、堪者が

担当した「3歳以上児と3歳未満児の教育・保育内容」について、論じたものである。ここでは、

教育・保育内容の前提となる幼稚|刺と保育園で朴I連が大きい利用（保育）時間、叢閑日数、保育

日課、特別教室について、認定こどもl刺になって実態がどうなっているのか、さらに、幼保連挽

型と地方裁量型で取り組まれている乳児保育はどのようになっているのか、認定こども剛の類咽

別に明らかにした。その上で、乳幼児教育・保育の充実をめざす観点から、乳幼児にとっては、

利用（保育）時間、登園II数などは、どのような有り方が望ましいか、また、乳児保育はどんな

あり方が望ましいか考察する。
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